
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
７款 商工費

１項 商業費 経済・雇用政策総室（内線:７６５８）→事業実施:経済通商総室
２目 商業振興費 （単位：千円）

財 源 内 訳 備
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較

国 庫 支 出 金 起 債 そ の 他 一般財源 考

元気な商店創
出事業 2,036 3,444 △1,408 2,036

トータルコスト 2,865千円（前年度9,533千円）

従事する職員数 正職員：0.1人

主な業務内容 事業設計、店舗指導同行、成果検証、事業報告会出席、業務委託契約事務、
補助金事務

事業内容の説明

１ 事業の概要

地域商業の活性化には、「街」の魅力を高め、「街」を構成する個店の魅力を高めることが重
要であり、意欲ある商店経営者に参加を呼びかけ、地域の核となる魅力ある商店の創出に取り組
むとともに、地域の強みと個店の魅力を最大限に活かした店舗間の連携を推進することにより、
地域商業の活性化に取り組む。

２ 事業内容

（１）地域の強みを活かした連携モデル事業（７５０千円）

地域の核となる魅力ある個店による連携事業をモデル的に実施し、個店の魅力を面的に広
げていくための方策を検証する。
（商店街事情に詳しく、事業者間連携にノウハウのある鳥取県中小企業団体中央会へ委託）

○ 事業ステップと参加店舗数

（２）商店街振興組合指導事業補助金（１，２８６千円）

商店街の活性化に向けた商業者の自主的な取組を支援するため、商店街振興組合の指導や
商業者の人材育成を行う鳥取県商店街振興組合連合会への補助を行う。

【補助率】２/３、１０/１０
【内 容】社会的課題に対応する成功商店街との交流、商店街コミュニティ機能強化調

査研究等

倉吉 米子

　消費者モニターによる店舗調査、店主との意見交換 ６ ４

（実施年度） 鳥取

Ｈ１８～１９

Ｈ１９～２０

８

　専門家による店舗指導、勉強会、目標の設定と評価
　による個店の魅力向上

５

　地域の強み、個店の魅力を活かした連携のあり方の検討Ｈ２０～２１

６ ４

６ １３
Ｈ２１
予定

参加店舗数
ステップ１

　モニター調査事業

ステップ２

　個店魅力向上モデル事業

ステップ３

　地域の強みを活かした連携モデル事業
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